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2015年度版　WG3 セキュリティ成果物の変更点一覧

2015年度の成果物は、2014年度の成果物をベースとしています。以下に変更点の一覧を示します。

(*1)　：2014年度版に対する追加項目 (赤色）

(*2)　：2014年度版に対する更新項目 （青色）

作成
年度

更新
年度

(*2) 2015年度の活動について追記

DBSCによるPCI DSS対応表 (*2) 新機能について追記

PCI DSSへのPostgreSQL対応調査結果一覧

pgaudit拡張モジュールの使用 (*2) オブジェクト単位の監査機能の追加

オブジェクト監査(pgaudit) (*1) オブジェクトの単位の監査機能の追加

PostgreSQLを拡張した商用製品による監査

DBMS一般情報へのアクセス情報の取得

（参考）監査に求められる機能とPostgreSQLの実現状況について (*1) 監査機能についての展望

CSVサーバログのテーブルへのロード方法

OSユーザとDBユーザのマッピング（シンプルなマッピング）

OSユーザとDBユーザのマッピング（柔軟なマッピング）

(*1) passwordcheck (contrib)の説明

(*1) auth_delay (contrib)の説明

不正アクセスのチェック（SQL文の発行を検知(DDL含む））

定期的なDBアクセス情報の分析（スロークエリの傾向分析）

定期的なDBアクセス情報の分析（大量のリソースを消費するSQLの傾向分析）

定期的なDBアクセス情報の分析（エラーで終了しているSQLの傾向分析）

定期的なDBアクセス情報の分析（全件取得の傾向分析）

(*1) row level security (9.5)の説明

SQLレベルのファイアウォール制御 (*1) sql_firewall(永安様作成)の説明

不正アクセスのSNMP通知

(*1) TDE(NEC作成)の説明

PostgreSQLを拡張した商用製品による透過的暗号化

(*1) 性能検証について記載

(*1) 性能検証の目的を記載

(*1) TDEの性能への影響を検証

(*1) RLSの実行計画への影響を検証

PostgreSQLサーバログへの監査データ出力による性能および運用性の検証 (*1) 監査の性能への影響を検証

(*2) 2015年度の活動について追記
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